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(１) 都市計画道路の整備状況 

調布市内では，延長約５７ｋｍの都市計画道路を計画決定しています。平成２７年度末現在の整備

率は約５１％で，約２８ｋｍの都市計画道路が未整備となっています。 

また，「多摩地域における都市計画道路の整備方針（第三次事業化計画）」で，平成１８年度から

平成２７年度までの間で優先的に整備すべき路線として，下図の路線（東京都施行４路線，調布市施

行１０路線）を位置付けましたが，調布市施行の路線で事業に着手したのは，調布３・４・２８号線，

調布３・４・３２号線，調布３・４・３３号線の３路線であり，他に３路線が準備段階となっていま

す。 

このため，計画的な道路整備や着実な事業推進が課題となっています。 

調布市の都市計画道路の整備率は約５１％であり，多摩地域の平均整備率（約６０％：平成

２６年度末現在）より低い状況にあります（平成２７年度末現在） 

平成２６年１０月末現在

２ 現状と課題 

図 調布市の都市計画道路 

出典：調布のみちづくり 都市計画道路の整備方針（第三次事業化計画）（平成２６年１１月，調布市） 

計画延長 約５７ｋｍ

完成延長 約２９ｋｍ

整備率 約５１％
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(２) 生活道路の整備状況 

「調布市生活道路網計画」において，計画幅員が６ｍ～１２ｍの生活道路網を計画しており，計画

延長の合計は約１２３ｋｍ，平成２７年度末現在の整備率は約３３％です。これまで，市が路線とし

て整備を進めてきているほか，沿道建物の建替えや開発事業の機をとらえて整備を進めてきましたが，

生活道路の整備には長い年月がかかり，整備効果を早期に発現できないことが課題となっています。

現状で約６７％が未整備であるため，全てを整備するにはさらに長期間を要する見込みです。 

また，市民からは日常生活で頻繁に使う道路を安心，安全に利用したいというご意見が多く寄せら

れています。このことから，必要な道路について，効率的かつ計画的に整備を推進していく必要があ

ります。 

図 調布市生活道路網計画図 
出典：調布のみちづくり～生活道路ネットワークの形成に向けて～（平成２５年５月，調布市）

調布市の生活道路の整備率は約３３％であり，約６７％が未整備の状況にあります 

（平成２７年度末現在） 

調布駅 

布田駅 

西調布駅 

飛田給駅 

国領駅 

柴崎駅 

つつじヶ丘駅 

仙川駅 

京王多摩川駅 

計画延長 約１２３ｋｍ

完成延長 約４１ｋｍ

整備率 約３３％
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(３) 調布市を取り巻く状況 

社会経済状況の変化に伴い，調布市を取り巻く状況が変化してきています。 

本格的な超高齢社会の到来 

平成２７年１０月の「調布市人口ビジョン」によると，平成２６年３月の将来人口推計では，調布

市の総人口は，平成３６年をピークに，減少に転じます。 

年齢３区分では，老年人口（６５歳以上）は今後も上昇傾向が見込まれる一方，年少人口（１５歳

未満）及び生産年齢人口（１５～６４歳）は減少する見通しです。 

将来にわたり活力ある豊かな地域社会を維持するため，まちの魅力を高めるとともに，若い世代か

ら高齢者まで安心して暮らせるまちづくりを総合的に推進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

災害に強い都市基盤整備の推進 

南関東では，３０年以内に７０％の確率で

マグニチュード（M）７級の地震が起きると想

定されています。 

国の「中央防災会議 首都直下地震対策検討

ワーキンググループ」は，平成２５年１２月に

公表した最終報告で，最悪の場合，死者が

23,000人，経済被害が９５兆円に上ると予測し

ています。 

調布市でも震度６以上の揺れを観測する恐

れがあり，災害に強い都市基盤の整備を計画的

に推進していく必要があります。 

  

図 年齢階級別人口の推移 
出典：調布市人口ビジョン まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成２７年１０月，調布市） 

資料：首都直下地震対策検討ワーキンググループ 

最終報告の概要（平成２５年，内閣府）より作成 

図 首都直下地震の震度分布 

調布市 



- 6 - 
 

 

 

都市の骨格となる交通基盤整備の進展 

平成２４年８月，京王線連続立体交差事業

により京王線の地下化が実現しました。これに

より創出された鉄道敷地や，駅前広場周辺への

都市機能の集積，ゆとりある空間の確保により，

魅力ある中心市街地を形成するとともに，地域

の特性を生かした質の高い都市空間を形成し

ていくこととしています。 

また，平成２１年５月には外環が事業化され

ました。今後，外環の開通により市周辺の交通

状況が大きく変化することとなるため，これに

対応した交通環境の整備が必要です。 

 

 

財政状況への配慮 

景気はゆるやかな回復基調が続いていますが，今後の地域経済や市政全般への波及効果は今なお不

透明です。 

調布市では増加する社会保障関係経費への対応，公共施設の老朽化対策，中心市街地の整備など

様々な財政需要が見込まれています。 

持続可能な市政経営を推進するため，選択と集中の観点から道路整備に取り組んでいく必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出合計 

849億 

7000万円 

議会費 
544 
0.6% 

総務費 
9,040 
10.6% 

 
民生費 

40,894 
48.1% 

衛生費 
5,424 
6.4% 

労農商 
471 
0.6% 

土木費 
11,855 
14.0% 

消防費 
3,159 
3.7% 

教育費 
9,776 
11.5% 

公債費 
3,706 
4.4% 

予備費等 
100 
0.1% 

写真 京王線の地下化 
出典：京王電鉄 HP 

図 平成２７年度 目的別予算（歳出） 
単位：百万円 

歳出合計 

849 億 

7,000 万円 




